
午前の部平 成 １ ７ 年 度 第 １ 回

法規・設備及び設備管理電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１０時００分１ 試験開始時刻

２ 試験科目別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

１１時２０分「法規」のみ １ 科 目

１１時４０分「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」のみ １ 科 目

１３時００分「法規」及び「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試験問題
試 験 種 別 試 験 科 目

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 ペ ー ジ

法 規 ７ ７ ７ ７ ７ １～13
伝送交換主任技術者

伝送交換設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 14～26

法 規 ７ ７ ７ ７ ７ １～13
線 路 主 任 技 術 者

線路設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 27～38

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)

生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)

｢法規｣は赤色(左欄) 「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理｣(｢設備及び設備管理｣と略記)は緑色(右欄)です。、

い｡(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてくださ

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません

二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) その でください。免除の科目がある場合は、 科目欄は記入しない

(4) 、あなたが を○で囲んでください。(試験種別は次のように略記されています。)受験種別欄は 受験申請した試験種別

① 『伝 送 交 換』伝送交換主任技術者は､

② 『線 路』線路主任技術者は、

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号
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試 験 種 別 試 験 科 目

線 路主任技術者 線路設備及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光ファイバケーブルの構造などについて述べたものである。 内の(ア)

～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の

同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

光ファイバケーブルは、光ファイバの持つ伝送特性をそのまま保持し、布設時及びその後の

長期使用時に受ける様々な外圧に耐えることが要求される。光ファイバの伝送特性は、製造条

件や布設環境、温度変化、 (ア) などを受けて変化するため、ケーブル構造上でこれらの

影響を受けないようにする必要がある。

光ファイバケーブルの基本構造は、光ファイバ心線の保護・集合方法と抗張力体の配置で分

類される。保護・集合方法には、心線をタイトにより(撚り)集合する構造と、ケーブル外被に

ルーズに収納する構造とがある。このなかで、高密度・多心化に適する構造として (イ)

内に光ファイバを収容する (イ) 構造がある。 (イ) 構造は数千心までの光ファイバ

ケーブルが実用化されており、機械的強度にも優れている。抗張力体は、光ファイバケーブル

の布設時等に、光ファイバに加わる張力を小さく抑える必要があることから設けられており、

材料としては、鋼線、 (ウ) 等が用いられている。

外被材料として、透湿を問題とする場合には、光ファイバケーブルの外被にアルミテープを

はり合わせた構造の (エ) 外被が用いられている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 挫 屈 ② 反 力 ③ 側 圧 ④ バンドル

⑤ スロット ⑥ ストランド ⑦ 銅 線 ⑧ ＦＲＰ

⑨ ＳＳＷ ⑩ ＨＳ ⑪ ＬＡＰ ⑫ 難燃ＰＥ

⑬ ＰＶＣ ⑭ ＰＥ
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(２) 次の文章は、アクセスネットワークなどについて述べたものである。 内の(オ)～

(ク)へ適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。(３点×４＝１２点)

(ⅰ) 光アクセスネットワークの構成について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＨＦＣは、設備センタから、ユーザ近くまで光ファイバを布設し、ユーザの近くに設置し

た装置により、光／電気変換などを行い、その装置から複数のユーザまでを平衡対ケーブル

を用いたスター配線により、広帯域サービスを提供するものである。

Ｂ ＦＴＴＣは、都市型ＣＡＴＶなどの既存の同軸ケーブルと、光ファイバケーブルを交互に

接続して幹線を構築し、ユーザへは同軸ケーブルにより広帯域サービスを提供するものであ

る。

Ｃ ＦＴＴＨは、設備センタから、ユーザまで光ファイバケーブルを布設して高速かつ広帯域

サービスを提供するもので、ＦＴＴＨはアクセス系光化の最終形態といわれている。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) ＡＤＳＬ回線について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 一般的に、ＩＳＤＮ回線とＡＤＳＬ回線は、伝送周波数帯域が重複している部分

もあり、ＩＳＤＮ回線のバースト状の信号により、漏話の影響を受ける場合がある

ため、カッドの収容を分けることが好ましい。

② メタリック線にブリッジタップがある場合、ブリッジタップ部の信号反射によっ

てＡＤＳＬ回線の伝送速度が速くなることがある。

③ ＡＤＳＬ回線は、放送波の混入によるノイズを受けることがあり、対策として信

号形式に対応した専用のフィルタを挿入することがある。

④ ＡＤＳＬ回線は手ひねり接続の場合、線路損失が増加することがあり、このため

伝送速度が遅くなることがある。
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(ⅲ) 光アクセスネットワークの線路設備の接続について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 大規模集合住宅等に設置される光ファイバの構内接続部品(光キャビネット)には、線路設

備と構内配線設備の分界点としてのコネクタ接続機能を持つＰＴと、持たないＰＤがある。

Ｂ 光ファイバのメカニカルスプライスによる接続は、メカニカルスプライスを再利用するた

め、屈折率整合剤をメカニカルスプライスの反射が大きい場合に使用する。

Ｃ 光ファイバの架空用クロージャは、各ユーザへの光回線接続及び撤去に対応するため、簡

易ケーブル把持技術、トレイ収納方式による高密度収納技術などが用いられている。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅳ) 光ファイバケーブルの伝送損失測定法とその特徴について述べた次の文章のうち、誤ってい

るものは、 (ク) である 。

<(ク)の解答群>

① 伝送損失の測定方法は、光ファイバを伝搬する光の入出力パワーを直接測定する

透過光法と、光ファイバ中のレイリー散乱光の後方散乱成分を観測する後方散乱光

法に大別される。

② 透過光法の一つである、カットバック法(切断法)は、被測定光ファイバを入射端

から２ ｍ 程度の箇所で切断し、その切断点の光パワーを測定することによって、 

光損失の測定に必要な入射光パワーを得る方法である。

③ 透過光法の挿入損失法は、実際に布設・接続されて、光コネクタで終端された光

ファイバの損失を測定するときなど、被測定光ファイバの入射端側を切断できない

場合に用いられる方法で、カットバック法と比較して、精密な測定が可能である。

④ 後方散乱光法の特徴として、光ファイバケーブルの片端から光ファイバ心線ごと

の伝送損失、接続損失を測定することができることが挙げられる。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、架空線路の構成について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同

じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

図は、普通地盤で埋設物の多い市街地の直流電気鉄道の軌条から５００ ｍ 離れた場所にお 

ける車道を横断する場合の架空線路図を示したものである。一般に、このような環境における

電柱種別は、 (ア) を適用し、下部支線種別は、 (イ) を適用する。

一般に、普通地盤における根入れ長は、 (ウ) 以上とされている。また、軟弱地盤にお

ける支線を取り付けた電柱においては、電柱の沈下を防止するため、 (エ) の設置などを

行なう。

<(ア)～(エ)の解答群>
１ １ １

 ① 全長の ② 全長の ③ 全長の ④ ２ ｍ
１２ ６ ８

⑤ スパイキボルト ⑥ 根はじき ⑦ コンクリート柱 ⑧ 鋼管継柱

⑨ シートパイル ⑩ 支線アンカ ⑪ 下 駄 ⑫ 鋼管柱

⑬ 鋼板組立柱 ⑭ 根かせ ⑮ 支線ブロック ⑯ まくら木

(２) 次の文章は、架空線路構造物の構成などについて述べたものである。 内の(オ)～

(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。(３点×４＝１２点)

(ⅰ) 電柱の適用標準について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 塩害や化学腐食のおそれのある地域、海岸埋立地や泥炭地等の腐食土地域におい

ては、一般に、コンクリート柱が用いられる。

② 交流電鉄軌条から約１ kｍ 以内の地域においては、電食の影響を回避するため 

コンクリート柱が用いられる。

③ 一般地域においては、経済性を判断し、基本的に鋼管柱が用いられる。電食・腐

食土地域や塩害・化学腐食のある地域で、車両等を設置して、機械力が使用可能な

場合は、それぞれＡＥ柱・ＵＣ柱が使用される。

④ 電柱の設計荷重は、中間柱では主に線条等により加えられる不平衡荷重を考慮し

決定され、引留め柱及び曲柱では、柱体及び線条に加わる風圧荷重を考慮して決定

される。

車  道

電柱種別

下部支線種別

 　(ア)　

 　(イ)　
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(ⅱ) 電柱の建柱方法について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 普通土質において丸穴式で掘削すると、十分に埋め戻しを行っても原地盤と同等に復旧す

ることが難しいため、根かせ等を設置し、地盤支持力の低下を補う。
１

Ｂ 軟弱な土質においては、電柱の根入れ長を柱長の とし根かせ等の設置をするほか、
５

砂、砂利、石等を混ぜ合わせてつき固めることで必要な地盤支持力が得られる。

Ｃ 硬岩盤地においては、地盤が強固であり、掘削が難しい為、電柱の根入れ長を、柱長の
１

としてコンクリート根固めを行う方法が採られている。
１２

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅲ) 下部支線について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 下部支線として一般的には、支線アンカが多用されているが、埋設物を破損する

おそれのある場合や打込みが困難な土質においては支線ブロックが用いられる。

② 岩盤圧縮強度が十分に高い場合は、下部支線としてスパイキボルトを用いること

が可能である。

③ 平坦地において、電柱への支線の取りつけ角度が鈍角になるにしたがい、下部支

線の抜け上り及び電柱の沈下等の影響が大きくなるため、注意が必要である。
９

④ 単独柱においては、一般に実験結果等から不平衡荷重の を支線が分担し、
１０

共架柱においては、電気設備の技術基準の解釈についてにより、水平分の不平衡荷

重をすべて支線が担っている。

(ⅳ) 鋼より線等について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ 腐食のおそれの無い地域においては、亜鉛めっき鋼より線が、スパン長やケーブル重量な

どに応じて線種を選択して用いられている。

Ｂ アルミ防食鋼より線は、アルミ被覆鋼線をより合わせたもので、海岸地帯、工業地帯、温

泉地帯などの金属腐食の激しい地域で使用されている。

Ｃ 高耐食鋼より線は、亜鉛－アルミニウム合金をめっきした鋼線を、より合わせたもので、

優れた耐食性を有するため、すべての地域で使用することが可能である。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、保全と保全性について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適し

たものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ

解答を示す。 (２点×４＝８点)

保全は、システムをいつでも使える状態に保つための予防保全と、いったん故障になった場

合に速やかに元の状態に回復するための (ア) が含まれる。このシステムの保全のしやす

さを示す尺度として保全性が定義される。

保全性を測る第一の方法は、故障したシステムが決められた時間内に修復された確率で表す

ものである。例えば、１０台のシステムの故障品があり、１０人の作業員が一人一台ずつを受

け持って同時に修理した場合に１時間後に７台修復されたときは、１時間後の (イ) は全

体の７０ ％ であるといわれる。 

第二の保全性を測る方法には、保全時間そのもので表す方法があり、最もよく使われている

ものが保全時間の平均をとる方法で平均修復時間といわれる。一般に保全時間は時間軸を横軸

とした場合、右側に裾を引く分布となるので、平均値よりさらに上限の値を用いて管理するこ

とも行われており、最も一般的なものは (イ) が９５ ％ となる時間を (ウ) として 

表す方法である。

保全性の尺度は信頼性の尺度と双対の関係にあり、信頼性はシステムの動作時間の延長を、

保全性はシステムの保全時間の短縮を目指す。ある時点でまだ修復が終了していない作業のう

ち、次の単位時間内に修復を終える確率は、 (エ) といわれ、信頼性における故障率に対

応するものである。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 事後保全 ② 状態監視保全 ③ 経時保全時間

④ 計画保全 ⑤ 保全度 ⑥ 信頼度

⑦ 不信頼度 ⑧ アベイラビリティ ⑨ 最大保全時間

⑩ メジアン保全時間 ⑪ ＭＴＴ ⑫ ＴＢＦR M
⑬ 修復率 ⑭ 危険率 ⑮ 稼働率
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(２) 次の文章は、ある装置Ａの信頼性について述べたものである。 内の(オ)、(カ)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、故障の発生は指数分布に

従うものとし、装置Ａの故障率λは、一定値とする。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 装置Ａを時間ｔの間、信頼度をγに維持する必要がある場合、λの値は (オ) 以下にし

なければならない。

(ⅱ) 装置Ａの修復率をμとした場合、アベイラビリティは (カ) である。

<(オ)、(カ)の解答群>
1 γ γ γlog log logｅ e ｅ

① ② ｔ－ ③ ④ －
μ＋λ ｔ ｔ ｔ

μ ｔ 1－ γlog ｅ
⑤ ⑥ ⑦ λtｅ ⑧－λｔ

μ＋λ ｅ t－λｔ

(３) 次の文章は、ある装置Ｂの故障率等について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

装置Ｂの故障は偶発的に発生するものとし、そのＭＴＢＦは１００日である。ただし、ｅは
0.01 0.1 0.2

自然対数の底とする。なお、ｅ ＝１.０１０、ｅ ＝１.１０５、ｅ ＝１.２２１とする。

(ⅰ) この装置Ｂの故障率は、 (キ) 件／日 である。 

(ⅱ) この装置Ｂの使用開始後１０日間における信頼度は、 (ク) である。なお、答えは、

四捨五入により小数第２位までとする。

<(キ)、(ク)解答群>
-５ -４ -３ -２

① １×１０ ② １×１０ ③ １×１０ ④ １×１０

⑤ ０.８０ ⑥ ０.９０ ⑦ １.０１ ⑧ １.１１
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光ファイバ心線の接続方法について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

光ファイバの接続は、接続する光ファイバ同士の (ア) 部が一致しなければ低損失な接

続ができないため、高精度な技術が要求される。光ファイバの接続方法としては、融着接続、

コネクタ接続、メカニカルスプライスによる接続がある。

融着接続は、アーク放電により、心線を溶融させて融着させるため反射が少なく信頼性の高

い接続方法である。接続後は被覆が除去された強度の弱い状態であるため、取扱いに注意し、

心線の緩み、 (イ) を与えずに熱収縮スリーブに入れて加熱し、補強する必要がある。

コネクタ接続は、心線を機械的に突き合わせているため、接続の際には、端面清掃を実施し、

汚れによる損失が生じないように注意する必要がある。また、光ファイバの接合面で発生する

反射を抑制するためコネクタ端面の研磨方法を球面研磨、 (ウ) 研磨としたり (エ)

を塗布したりしている。

メカニカルスプライスは、光ファイバ端面の突合せ固定が可能な専用の接続部品を用いて、

機械的に接続する方法であり、放電や研磨のための電源を必要としないため、簡易に接続する

ことが可能である。接続部品の内部には、光ファイバの接合面で発生する反射を抑制するため

の (エ) があらかじめ充てんされている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 接着剤 ② 斜 め ③ 固 定 ④ クラッド

⑤ 直 角 ⑥ コ ア ⑦ 潤滑剤 ⑧ ねじれ

⑨ 折 れ ⑩ 剥離剤 ⑪ 垂 直 ⑫ 水 平
はくり

⑬ ＵＶ被覆 ⑭ 剥がれ ⑮ 整合剤
は

(２) 次の文章は、線路設備の維持運用などについて述べたものである。 内の(オ)～(ク)

に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) 雷サージの対策として述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 一般に、通信用接地、電力用接地の接地間の電位差を無くすため、等電位化対策が行われ

ている。

Ｂ 架空の光ファイバケーブルは、雷害によるテンションメンバからの放電により、光ファイ

バが損傷を受けることがあるため、テンションメンバを接地バーに連接することが重要であ

る。

Ｃ ユーザ宅における保安器では、保安器の接地を、屋外線の支持線へ接地することにより、

雷サージの侵入を防ぐ方法が標準的に用いられている。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅱ) ケーブル外被に使われているプラスチック類について述べた次の文章のうち、誤っているも

のは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ポリエチレンは紫外線により、劣化することがあるので、屋外ケーブル外被に使

用する場合はカーボンブラックを添加し、紫外線を遮へいするなどの対策が行われ

る。

② ポリエチレンは熱可塑性樹脂であるが、外被に使用した場合に高温環境下におい

て軟化し、外被へ亀裂が発生することがある。
き

③ ポリ塩化ビニールは、使いやすくするために、可塑剤を混入して柔軟にさせるが、

可塑剤の沁み出しによりべたつくことや、可塑剤が蒸発してもろくなる経年劣化を
し

起こすことがある。

④ ポリ塩化ビニールへ可塑剤を配合した軟質ポリ塩化ビニールは、耐候性は劣るが、

難燃性・電気絶縁性に優れているため、主に屋外ケーブルの心線被覆に使用されて

いる。

(ⅲ) クリーピング現象について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① クリーピングは、道路の縦断方向の傾斜、車両進行方向とは関係なく発生するこ

とが多い。

② ケーブルの温度伸縮は、クリーピングを生じさせる外的要因ではない。

③ クリーピングは、軟弱地盤、橋梁部では発生量が小さく、固い地盤では大きい。
りょう

④ 一般的な道路においては、車両が走行する路面下にケーブルがあると、クリーピ

ングによるケーブル移動が生じやすい。

(ⅳ) 光ファイバ心線の保守について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＯＴＤＲ (Optical fiber Time Domain Reflectometer)による接続損失の測定は、レーリ

ー後方散乱光のレベル差を相殺するため、両端から測定した接続損失値の平均値を求める。

Ｂ 光ファイバ心線に曲げによるくせがついた場合、高純度のアルコールでよく拭くことで心

線の曲げぐせを無くすことができる。

Ｃ 光ファイバ端面の汚れによるＷＤＭ伝送等のコネクター損傷(焼け)を防ぐため、高純度ア

ルコールやコネクタクリーナによる端面清掃が行われる。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、構造物又は管路設置後の埋め戻し作業について述べたものである。 内

の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。(２点×４＝８点)

構造物又は管路の設置が完了すると、埋め戻しを行うが、埋め戻しが不完全であると、路面

復旧が十分に行われても、路面の陥没、埋設物の折損などを引き起こすので、十分注意して行

わなければならない。

埋め戻す前には、構造物の外面、特に (ア) などは念入りに点検し、漏水の原因となる

箇所はないか、あるいは、管接続が完全に行われているかどうか、また、管に過大な力がかか

るような石などがないかどうか等、異常のないことを十分に確認する必要がある。一般的な道

路での埋め戻しは、細土などを敷きならしながら、十分踏み固めた上、各層を原則として厚さ

(イ) cｍ ごとに、 (ウ) 、その他の締固め機械で地盤が沈下しなくなるまで締め 

固めながら行われる。締固め機械は、埋め戻し土の性質に応じて、選択しなければならないが、

一般的に、砂質土には (エ) 式のものが適している。

埋め戻し跡の点検については、その支持力が所定のものであるかどうか、平板載荷試験等に

より判定する。

<(ア)～(エ)の解答群>

① シール溝 ② セグメント ③ 鋼矢板付近 ④ 伸縮継目

⑤ ３ ⑥ ２０ ⑦ ５０ ⑧ ８０

⑨ ハンマー ⑩ ランマ ⑪ タイヤドーザ

⑫ モータグレーダー ⑬ 振 動 ⑭ 重 量

⑮ 油 圧
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

地震等で被災した光ファイバケーブルの信頼性の確認について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(オ) 。

Ａ 地震等で被災した光ファイバケーブルは、震災時の曲げあるいは引張りなどのストレスが

加わったまま使用すると、信頼性の上で問題となるため、光ファイバケーブルの潜在的な異

常箇所を把握するための光学測定を実施する。

Ｂ 光ファイバの曲げ損失は、試験光が短い波長ほど損失が増加する波長依存性を持ってい

る。一般的に、信号光として使用されている波長１.３１ μｍ 、１.５５ μｍ による測   

定以外に、短い波長の１.１５ μｍ で測定するＯＴＤＲを用いることにより、光ファイバ 

ケーブル区間で異常の発生箇所を確認する。

Ｃ 表面に細かい傷がある光ファイバは、引張り応力が加わり、ある程度のひずみが発生して

いると、その傷が成長し突然破断に至る場合がある。この光ファイバの長手方向に加わって

いる伸びひずみ分布をＢ(Brillouin)-ＯＴＤＲを用いて測定することにより、光ファイバの

破断に至る確率を推定することができる。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の文章は、通信土木設備の維持・運用について述べたものである。 内の(カ)、

(キ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 管路設置後の試験について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① マンドリルの通過試験は、ケーブルを布設する上で、支障がないか否かを確認す

るための試験である。

② 通過試験に使用するマンドリルの外径と長さは、布設されるケーブルの外径を考

慮して決められており、その構造は、両端に引き通し線が容易に取り付けられるシ

ンブルのついた棒である。

③ 気密試験は、管路の両端に気密栓を取り付け、管路内に圧縮空気を充てんして、

圧力の低下の有無により埋設した管路に亀裂がないかなどを検出する試験である。
き

④ マンドリルの通過試験及び気密試験は、一般管路、地下配線管路、引上分線管路

などの設置区間及び管路種別、管径にかかわらず、管路全条数を対象として実施さ

れるが、橋梁添架管路で途中にスリーブなどのある区間の気密試験は省略される。
りょう
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(ⅱ) マンホールの劣化要因について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 臨海埋立地や干拓地の地下水等、鉄やマンガン成分が多量に含まれている場合は、

バクテリアの活動により、塩化水素を生成し、それがコンクリートを侵食し、劣化

を引き起こす。

② マンホール壁面が黒く変色している場合は、一般に、マンホール外からの油類の

流入によるもので、この油類すべてが鉄筋を侵食し、劣化を引き起こす。

③ 鉄筋のかぶり厚さが小さい場合は、錆が発生し、それがコンクリートを押し広げ、

局部的なコンクリートのはく離を引き起こす。

④ マンホール内の金物類とコンクリートの中の鉄筋など、同じ種類の金属が電気的

に接触した状態になると、金物類の腐食を引き起こす。

⑤ 鉄筋は、コンクリート内の弱アルカリ性の作用で防食されているが、空気中の酸

素により中性化が進んだり、塩分が侵入すると腐食しやすくなる。

(４) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

海底ケーブルの絶縁故障について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。ただし、海底ケ

ーブルは、２地点間を海中分岐装置を介さずに結んでおり、両端給電が可能なシステム構成を

採り、正常時には、片側の局から全中継器への給電が可能であるものとする。

Ａ 海中区間でのケーブルの絶縁故障の場合、片端の局からのみ給電した場合と両端の局から

給電した場合とでは、故障点位置測定の精度は変わらない。

Ｂ 両端給電を行っている場合、海中区間でのケーブルの絶縁故障が同一中継区間に２か所以

上ある場合は、全中継器への給電ができなくなる。

Ｃ 絶縁故障の場合は、静電容量測定により故障点の測定が可能である。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない


